
 

復興交付金事業計画 
 

計画名称 
釜石市復興交付金事業計画 

 
計画策定主体 
岩手県・釜石市 
 
計画期間 
平成23年度～平成27年度 

 
計画区域 
釜石市全地域 

※計画区域、区域の現況及び事業を実施する場所がわかる図面を添付してください。 
計画区域における震災による被害の状況 
 

岩手県釜石市は、東日本大震災による揺れは震度6弱を記録し、その後最大19.3m（両石

湾両石漁港背後地（遡上高））の津波の来襲を受け、市の中心部（東部地区）を含む沿岸

域の21地区が浸水（市街地面積の6割以上に相当する7k㎡が浸水）被害を受けた。多く

の尊い人命を失い、住み慣れた住居、使い慣れた公共施設、共に働いた産業機能について

壊滅的な打撃を受けたものであり、先の大戦で受けた2度の艦砲射撃に屈せず、戦後積み

重ねたまちの歴史を一挙に喪失した点について、痛恨の極みというほかない。 

 

死者・行方不明者数は1,056人におよび、建物被害は、全壊は3,387棟、大規模半壊は

547棟、半壊は433棟、一部破損は976棟であった。被災した事業所は全事業所の半数を超

す1,382事業所（浸水範囲概況）であり、漁港・海岸施設といった水産関係の被害額は約

231億円、農地や農業施設といった農林関係の被害額は約60億円、道路や橋梁といった公

共土木施設の被害額は約17億円（市工事分）であった。 

 

また、市の下水道・集落排水施設も津波により機能不全に陥り、病院や保育園、介護施

設などの医療・保健・福祉施設や消防屯所・集会所などの防災・市民生活施設も損壊した。 

 

住居については、市内の仮設住宅や民間賃貸住宅などへの入居戸数は4,431戸であり、

多くの市民が住まいや雇用といった生活の復興を切望している。 

 

なお、内陸部に位置する西部地区、栗橋地区は、津波による被害は免れたものの、揺れ

による建物被害が生じたことはいうまでもなく、このほか、今後の防災政策の再整備に際

し、沿岸の地区と密接な関わりを持っている点はもちろんのこと、震災後の交通量の増加

などから生活をとりまく環境が激変しており、釜石市の復興に際しては、これらの地域も

含めた、市民一丸となった取り組みが必要不可欠である。（数値は平成24年1月現在） 



 

震災の被害からの復興に関する目標 
 

岩手県釜石市は、悲しみと鎮魂の思いをすべての出発点とし、この悲劇を二度と繰り返

さないことを決意するとともに、自然に対して畏敬の念を持ったまちづくりを行う。また、

震災以前からの人口減少・少子高齢化等を念頭に、これからの暮らしや仕事を再建し、持

続可能な新たな地域社会をつくりあげることを復興の基本理念としている。 

 

具体的には、今回の大津波を通じて学んだまちづくりへの教訓や新たにつながった内外

の絆を生かしながら、（1）災害に強い都市構造への抜本的転換、（2）この地で生き続け

るための生活基盤の再建、（3）逆境をバネにした地域経済の再建、（4）子どもたちの未

来や希望の創造、という４つの基本方針を実現したいと考えている。 

  

これらの基本方針に沿い、①暮らしの安全と環境を重視したまちづくり、②絆と支えあ

いを大切にするまちづくり、③生活の安心が確保されたまちづくり、④人やもの、情報の

交流拠点づくり、⑤ものづくり精神が息づくまちづくり、⑥強く生き抜く子どもを育てる

まちづくり、⑦歴史文化やスポーツを生かしたまちづくり、という7つの基本目標、さらに、

これらを具体化した12の主要施策を着実に実施し、経済活動や交流人口といった賑わいお

よび環境問題や超高齢化への対応といった新たな取り組みの両側面において、三陸の拠点

都市としての役割を果たしていく。 

 

なお、このような、三陸の地を前進させる取り組みと同時に、被災した住民一人ひとり

に寄り添い、共に歩み、共に悩み、心の通った取り組みを継続することで、もう一度、住

民全員の笑顔を取り戻したいと考えている。 

 

12の主要施策は以下のとおり。 

・生命優先の減災まちづくりの推進（多重防御による津波対策の推進） 

・住まいとコミュニティの再構築 

・主要公共施設の再配置と土地利用 

・創造的エネルギー対策の推進 

・生活の安心ネットワークの構築 

・新産業と雇用の創出 

・三陸交通ネットワークの形成 

・食を支える地域産業の展開 

・商業と交流空間の機能的展開 

・震災メモリアル伝承事業の推進 

・新機能で地域を支える学校の整備 

・将来の希望を創る個性的な取組の推進 

対象事業の詳細 様式１－２～１－５ 
基金設置の有無・基金設置の時期 
有 （基金設置主体：釜石市）／ 無（           ） 
（基金設置の時期：平成23年度） 

※該当を  で囲んで下さい 
復興ビジョン、復興計画、復興プラン等  
釜石市復興まちづくり基本計画（別紙） 



 

 


